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「
定
時
総
会
・
総
会
記
念
講
演
会
・
懇
親
会
」

後
の
懇
親
会
二
次
会
の
お
知
ら
せ 

  
 

定
時
総
会
当
日
、
校
友
の
更
な
る
親
睦
を
深
め
る

た
め
に
懇
親
会
二
次
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

「
定
時
総
会
・
総
会
記
念
講
演
会
・
懇
親
会
」
に
参

加
さ
れ
た
方
も
、
お
仕
事
等
で
参
加
で
き
な
か
っ
た

方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

■
四
月
二
十
五
日
（
土
） 

時
間
：
十
九
時
三
十
分
～
二
十
一
時
三
十
分 

中
華
料
理 

華
龍
飯
店 

 

 
 

会
費
：
四
〇
〇
〇
円
（
税
込
） 

※
同
封
の
案
内
を
ご
覧
の
う
え
、
四
月
十
八
日

（
土
）
迄
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

   
 

お
願
い 

本
地
域
支
部
の
上
部
団
体
で
あ
る
東
京
都
西
部 

支
部
の
年
会
費
二
〇
〇
〇
円
の
う
ち
一
〇
〇
〇
円 

が
本
地
域
支
部
に
還
付
さ
れ
ま
す
。 

 
 
 

つ
い
て
は
、
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
五
月
開
催
の 

東
京
都
西
部
支
部
総
会
ご
案
内
状
に
同
封
の
「
払 

込
取
扱
票
」
に
て
お
振
込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う 

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

    

東
京
六
大
学
野
球 

『
応
援
観
戦
＆
懇
親
会
』
の
お
知
ら
せ 

  

世
田
谷
区
地
域
支
部
で
は
、
今
春
も
『
応
援
観
戦
＆

懇
親
会
』
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
応
援
席
で
一
緒
に
母

校
明
治
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ

り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

観
戦
カ
ー
ド
等
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
ご
案
内
い

た
し
ま
す
の
で
、
左
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。 

 

問
合
せ
先: 

 

田
中
雅
和 

 

 
 

携
帯
電
話
： 

０
９
０
・
３
９
１
０
・
０
３
６
７ 

 
 

フ
ァ
ッ
ク
ス

： 

０
３
・
５
３
５
５
・
３
８
１
６ 

 
 
 
E-mail

 :meiji
-
setagaya@jcom.zaq.ne.jp 

 
 

                
 

 
 

※
写
真
はSETAGAYA CALL26

号
よ
り
。 

世
田
谷
区
地
域
支
部
の
今
後
の
イ
ベ
ン
ト 

 

東
京
六
大
学
野
球
観
戦
以
外
に
も
例
年
同
様
に
左
記

の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
開
催
日
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
詳
細
を
ご

案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
左
記
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

① 

青
年
部
暑
気
払
い
の
会
（
八
月
予
定
） 

 
 

 

世
田
谷
区
地
域
支
部
の
青
年
部
企
画
で
す
。 

② 

青
年
部
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
（
九
月
予
定
） 

た
く
さ
ん
の
ご
家
族
連
れ
に
ご
参
加
い
た
だ 

い
て
い
る
人
気
企
画
で
す
。 

③ 

秋
の
六
大
学
野
球
応
援
（
十
月
予
定
） 

春
の
リ
ー
グ
戦
同
様
、
秋
の
リ
ー
グ
戦
で
も 

 
 
 

開
催
し
ま
す
。 

④ 

競
馬
鑑
賞
の
集
い
（
十
一
月
予
定
） 

 
 

 

府
中
の
東
京
競
馬
場
来
賓
室
で
の
鑑
賞
と
な 

り
ま
す
。 

⑤ 

ラ
グ
ビ
ー
大
学
対
抗
戦
観
戦
（
十
二
月
予
定
） 

 
 

 

伝
統
の
一
戦
「
明
早
戦
」
を
世
田
谷
区
地
域

支
部
の
校
友
と
熱
く
応
援
い
た
し
ま
す
。 

  
 

右
記
以
降
も
、
新
年
会
・
青
年
部
ラ
ン
チ
会
な
ど 

開
催
予
定
で
す
。 

 

■
問
合
せ
先: 

 

田
中
雅
和 

 

 
 

携
帯
電
話
： 

０
９
０
・
３
９
１
０
・
０
３
６
７ 

 
 

フ
ァ
ッ
ク
ス

： 

０
３
・
５
３
５
５
・
３
８
１
６ 

 
  

E-mail
 :meiji

-setagaya@jcom.zaq.ne.jp 
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イ
ベ
ン
ト
参
加
報
告 

 
■
早
明
ラ
グ
ビ
ー
観
戦
が
夫
婦
円
満
に
貢
献 

山
本
則
明 

昭
和
五
十
七
年
法
学
部
卒 

 

 

二
〇
一
九
年
十
二
月
一
日
の
早
明
ラ
グ
ビ
ー
、
今
回

は
初
め
て
妻
を
連
れ
て
観
戦
し
た
。
外
苑
前
駅
の
改
札

か
ら
い
つ
も
の
よ
う
に
混
雑
。
流
石
早
明
全
勝
対
決
？

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
余
韻
？
と
思
っ
て
し
ま

う
。
い
つ
も
の
よ
う
に
時
間
調
整
の
た
め
カ
フ
ェ
ベ
ロ

ー
チ
ェ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
。
今
回
は
妻
も
一
緒
な
の

で
席
を
と
っ
て
も
ら
う
が
妻
と
は
最
近
い
ろ
い
ろ
あ
り

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
い
て
も
会
話
が
弾
ま
な
い
。
何
か

重
苦
し
い
雰
囲
気
。
そ
ろ
そ
ろ
行
く
か
と
席
を
立
ち
秩

父
宮
へ
。
入
口
で
早
明
両
校
の
ス
ポ
ー
ツ
祇
を
も
ら
い

メ
ン
バ
ー
表
を
取
り
チ
ケ
ッ
ト
の
席
へ
。
開
始
ま
で
一

時
間
近
く
あ
る
が
既
に
田
中
夫
妻
は
来
ら
れ
て
い
て
ご

挨
拶
。
我
々
夫
婦
は
ま
だ
微
妙
な
雰
囲
気
。
時
間
が
経

つ
う
ち
に
私
達
の
周
り
に
知
り
合
い
の
方
々
が
徐
々
に

集
ま
り
そ
の
度
に
ご
挨
拶
。
妻
は
ト
イ
レ
に
席
を
立
ち

暫
く
し
て
戻
っ
て
き
た
が
そ
の
時
表
情
に
変
化
が
…
。

そ
の
場
の
雰
囲
気
に
段
々
気
分
が
変
わ
っ
て
き
た
の
か

内
心
ほ
っ
と
し
た
。
試
合
が
始
ま
る
。
明
治
は
気
合
十

分
。
早
稲
田
の
動
き
を
封
じ
込
め
た
展
開
が
続
き
何
度

も
ト
ラ
イ
。
そ
の
度
に
立
ち
上
が
っ
て
校
歌
斉
唱
良
い

も
の
だ
。
そ
の
う
ち
妻
も
ト
ラ
イ
の
度
に
皆
さ
ん
と
ハ

イ
タ
ッ
チ
。
機
嫌
が
い
つ
の
間
に
か
直
っ
て
い
た
。
結

果
は
明
治
の
圧
勝
で
皆
さ
ん
は
歓
喜
。
私
達
も
来
て
よ

か
っ
た
と
改
め
て
感
激
し
た
。
妻
は
ま
た
来
た
い
と
と

て
も
気
に
入
っ
た
よ
う
だ
。
後
日
妻
は
明
治
の
校
歌
を

歌
い
た
い
と
言
い
二
人
で
カ
ラ
オ
ケ
に
。
と
い
う
こ
と

で
今
回
の
早
明
戦
に
は
い
ろ
ん
な
意
味
で
お
世
話
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。 

 

■
世
田
谷
区
地
域
支
部
新
年
会 

田
中
雅
和 

平
成
三
年
経
営
学
部
卒 

 

世
田
谷
区
地
域
支
部
の
新
年
会
が
一
月
二
十
五
日
、

今
年
も
銀
座
ア
ス
タ
ー
三
軒
茶
屋
賓
館
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

新
年
会
は
、
支
部
長

の
新
年
の
挨
拶
で
は

じ
ま
り
、
来
賓
紹
介
・

来
賓
代
表
挨
拶
、
乾
杯

と
続
き
ま
す
。 

会
が
進
む
と
、
恒
例

の
参
加
者
全
員
に
よ

る
「
一
分
間
ス
ピ
ー
チ
」

の
時
間
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
参
加
者
は
、
一

番
若
い
方
が
現
役
三

年
生
、
大
先
輩
は
、
大

学
を
ご
卒
業
さ
れ
て

か
ら
六
十
年
も
の
時

が
経
過
さ
れ
た
方
ま
で
の
三
十
二
名
で
し
た
。
す
べ
て

の
参
加
者
が
、
思
い
思
い
に
、
自
己
紹
介
や
近
況
報
告
、

明
治
大
学
へ
の
熱
い
想
い
な
ど
の
お
話
を
は
じ
め
ら
れ

る
と
、
持
ち
時
間
一
分
で
は
ま
っ
た
く
足
り
ず
、
多
く

の
方
が
時
間
を
オ
ー
バ
ー
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
、
歓
談
の
あ
と
、
参
加
者
全
員
で
円
陣
を

つ
く
り
、
校
歌
と
エ
ー
ル
で
閉
会
と
な
り
ま
す
。 

 
 
 

皆
さ
ま
も
新
年
会
に
参
加
さ
れ
ま
せ
ん
か
？ 

  

■
『
青
年
部
ラ
ン
チ
会
』
参
加
報
告
と
感
想 

丸
山 

博 

平
成
七
年
政
治
経
済
学
部
卒 

 

世
田
谷
区
地
域
支
部
の
校
友
の
皆
様
、
は
じ
め
ま
し

て
。
私
は
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
政
治
経
済
学
部
卒

の
丸
山
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

私
の
学
生
時
代
は
四
年
間
体
育
会
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸

か
り
（
授
業
は
ほ
と
ん
ど
出
ず
に
）、
卒
業
し
て
か
ら
は

旅
行
会
社
一
筋
に
約
二
十
五
年
以
上
、
日
本
全
国
並
び

に
海
外
生
活
が
続
い
て
い
た
関
係
で
、
残
念
な
が
ら
ほ

と
ん
ど
校
友
会
行
事
に
は
参
加
出
来
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

 

そ
ん
な
時
、
昨
年
二
月
に
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
、
青
年
部
主
催
の
『
青
年
部
ラ
ン
チ
会
』
に 

参
加
さ
せ
て
頂
き
、
と
て
も
楽
し
い
ラ
ン
チ
会
だ
っ
た

事
を
今
で
も
記
憶
に
鮮
明
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。 
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そ
ん
な
楽
し
い
時
間
を
再
び
味
わ
い
た
く
、
こ
の
二

〇
二
〇
年
二
月
二
十
三
日
（
日
）
帝
国
ホ
テ
ル
イ
ン
ペ

リ
ア
ル
ラ
ウ
ン
ジ
ア
ク
ア
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
青

年
部
主
催
の
『
青
年
部
ラ
ン
チ
会
』
に
今
年
も
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
年
は
連
休
の
中
日
で
あ
り
、
且

つ
世
間
を
震
撼
さ
せ
て
い
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
も
あ
り
、
昨
年
の
半
分
以
下
で
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
十
一
名
の
校
友
が
集
ま
り
ま
し
た
。
今

回
は
、
他
地
域
支
部
の
校
友
の
方
も
ご
参
加
さ
れ
、
昨

年
以
上
に
非
常
に
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
に
包

ま
れ
、
大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
楽
し
い
宴
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
も
負
け
ず
に
、
二
次
会
か
ら
三
次

会
へ
と
夜
の
銀
座
の
街
へ
勢
い
と
共
に
消
え
て
い
き
ま

し
た
・
・
・
。
（
笑
） 

  

こ
れ
も
ひ
と
え
に
永
井
支
部
長
が
掲
げ
る
『
明
る
く

楽
し
く
明
治
で
ひ
と
つ
』
を
合
言
葉
に
一
致
団
結
し
、

世
田
谷
区
地
域
支
部
に
留
ま
ら
ず
、
他
地
域
支
部
の
校

友
の
皆
様
と
の
ご
縁
を
繋
い
で
い
く
、
明
治
大
学
校
友

会
の
結
束
力
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
た
一
日
で
し
た
。 

 

今
、
明
治
大
学
は
女
子
学
生
が
非
常
に
多
く
入
学
さ

れ
、
一
般
社
会
で
も
Ｏ
Ｇ
と
し
て
様
々
な
分
野
で
活
躍

を
し
て
い
る
時
代
で
す
。
今
こ
そ
『
古
き
良
き
明
治
大

学
の
伝
統
』
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、『
新
し
い
Ｍ
Ｅ
Ｉ

Ｊ
Ｉ
』
へ
変
革
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
為
に
も
青
年
部
で
は
若
い
世
代
の
校
友
の
皆
様

が
フ
ラ
ッ
ト
な
気
持
ち
で
積
極
的
に
参
加
出
来
、
活
躍

出
来
る
『
機
会
』
と
『
環
境
』
を
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
３
月
に
は
お
花
見
会
、

４
月
に
は
定
時
総
会
に
春
季
リ
ー
グ
野
球
観
戦
、
７
月

～
８
月
に
は
暑
気
払
い
と
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
目
白

押
し
で
す
の
で
奮
っ
て
ご
参
加
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
校
友
の
皆
様
一
丸
と
な
っ

て
『
世
田
谷
区
地
域
支
部
』
そ
し
て
、『
明
治
大
学
』
の

発
展
の
為
に
、『
前
へ
前
へ
』
の
精
神
で
共
に
進
ん
で
行

き
ま
し
ょ
う
！ 

『
明
治
は
ひ
と
つ
、
明
治
で
ひ
と
つ
』
を
合
言
葉
に
。 

                  

ご
寄
附
の
お
願
い 

  

世
田
谷
区
地
域
支
部
の
活
動
は
、
会
員
の
皆
様
の
ご

寄
附
と
東
京
都
西
部
支
部
に
納
入
し
て
く
だ
さ
っ
た
会

費
と
ご
寄
附
の
半
額
に
相
当
す
る
還
付
金
と
に
よ
り
運

営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

一
年
を
通
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
応
援
、
花
見
、
競
馬
鑑

賞
等
の
親
睦
行
事
は
も
と
よ
り
受
益
者
負
担
で
す
が
、

校
友
会
を
は
じ
め
大
学
や
学
生
行
事
等
の
支
援
に
伴
う

支
出
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
寄
附
金
収
入
の
増
強
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

   
 

ご
寄
付
に
つ
い
て
（
一
口
、
千
円
） 

 
 

 

一
口
以
上
、
何
口
で
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

同
封
の
「
払
込
取
扱
票
」
に
て
お
振
り
込
み 

 
 

 

く
だ
さ
い
。
な
お
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
も 

 
 

 

受
付
し
て
お
り
ま
す
。 

【
振
込
先
】
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

口
座
名
義 

明
治
大
学
校
友
会
世
田
谷
区 

地
域
支
部 

口
座
番
号 

00160-6-
502926

 

    


